















































































第 1 節 高齢者を対象としたリハビリテーションの背景および現状 
第 2 節 運動の採択と継続に関する研究の動向 
第 2 章 本研究の枠組み 
 第 1 節 本研究の概要と構成 
第 2 節 本研究で取り扱う関連用語の定義 
第 1 章 本研究の意義と目的 
 第 1 節 本研究の意義 





 第 6 章 本研究で得られた知見 
 第 7 章 今後の展望 
第 3 章 理学療法士が実施している運動指導（研究Ⅰ） 
第 4 章 高齢者の運動行動に関わる調査 
第 1 節 退院前後の活動量の変化（研究Ⅱ） 
第 2 節 運動の採択に影響を与える要因（研究Ⅲ） 
第 3 節 運動習慣のある高齢者の運動イメージ調査（研究Ⅳ） 
第 4 節 継続される運動の特徴（研究Ⅴ） 
第 5 節 運動チェックリストの実用性と再現性の検討（研究Ⅵ） 
第 5 章 行動変容理論・モデルに基づいた運動指導 
第 1 節 TTM に基づいた運動指導の実行可能性の検討（研究Ⅶ） 
























































































1ヵ月後 3ヵ月後 1ヵ月後 3ヵ月後
スクワット 61.4 55.6 28.6 52.4 * 介入群1ヵ月後＞統制群1ヵ月後
片足立ち 62.9 47.6 31.6 50.8
†
介入群1ヵ月後＞統制群1ヵ月後
その他 57.1 44.4 32.7 38.1 n.s.
*  p<.05,　†：p<0.1,　n.s.:not significant
運動実施率（％）
介入群 統制群
